
日
時

2
月
14
日
（
木
）

11
時
15
分
～
11
時
45
分

場
所

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

9
階
第
1
講
義
室

講
師

岡
部
洋
一

放
送
大
学
長

主
催
・
企
画

埼
玉
英
語
倶
楽
部

演
題

「
英
語
と
私
」

岡
部
学
長
談

元
々
英
語
が
苦
手
だ
っ
た

私
が
米
国
へ
留
学
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
き
、
現
地
で
ど

の
よ
う
に
英
語
を
学
ん
で
い

き
、
ま
た
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
か
、
日
本
の
英
語
教
育
の

問
題
点
も
交
え
な
が
ら
、
経

験
を
紹
介
し
た
い
。

ま
た
、
現
地
で
学
ん
だ
英

語
の
短
文
の
書
き
方
か
ら
、

日
本
人
と
西
欧
人
の
論
文
の

書
き
方
の
差
に
つ
い
て
も
言

及
し
た
い
。

倶
楽
部
員
以
外
の
一
般
学

生
も
聴
講
可
能
で
す
。

日
時

2
月
9
日
（
土
）

14
時
00
分
～
16
時
00
分

場
所

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

8
階
講
堂

講
師

伊
藤

修

埼
玉
大
学
教
授

演
題

バ
ブ
ル
後
20
年
「
日

本
型
経
済
シ
ス
テ
ム
」
は

ど
う
変
わ
っ
た
か
？

ー
企
業
、
雇
用
、
金
融
、
政

府
の
現
在
と
将
来
を
考
え
る
ー

バ
ブ
ル
崩
壊
後
「
失
わ
れ

た
20
年
」
な
ど
と
い
わ
れ
、

経
済
停
滞
か
ら
の
脱
却
法
が

さ
か
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
講
演
で
は
、
問
題
を

基
本
か
ら
考
え
る
た
め
に
、

ま
ず
戦
後
日
本
の
経
済
シ
ス

テ
ム
の
特
徴
や
仕
組
み
は
ど

う
分
析
さ
れ
て
い
た
の
か
を

振
り
返
り
、
つ
い
で
そ
の
後

20
年
間
に
ど
こ
が
ど
う
変
わ
っ

た
の
か
を
整
理
す
る
。
さ
ら

に
そ
の
上
で
、
現
在
陥
っ
て

い
る
問
題
状
況
と
、
そ
こ
か

ら
の
脱
却
の
方
向
に
つ
い
て
、

仮
説
的
な
考
え
方
を
提
起
す

る
。再

視
聴
施
設
を
設
置
し
て

い
る
市
及
び
近
隣
地
域
在
住

の
学
生
の
み
な
さ
ま
か
ら
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
有
効
利

用
や
放
送
大
学
に
関
す
る
ご

意
見
を
お
伺
い
す
る
機
会
と

し
て
、
下
記
の
と
お
り
公
開

講
演
会
及
び
意
見
交
換
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
該
当
す
る

学
生
の
み
な
さ
ま
に
は
別
途

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

①
三
郷
市

期
日

２
月
16
日
（
土
）

場
所

瑞
沼
市
民
セ
ン
タ
ー

（
三
郷
市
上
彦
名
870
）

○
一
般
公
開
講
演
会

14
時
～
15
時

講
師
：
山
下
柚
実

五
感
生
活
研
究
所
代
表

○
意
見
交
換
会

15
時
15
分
～
16
時
30
分

②
秩
父
市

期
日

3
月
9
日
（
土
）

場
所

ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ー

ム
シ
テ
ィ
農
園
ホ
テ
ル

（
秩
父
市
大
宮
５
９
１
１
の

1
）

○
一
般
公
開
講
演
会

14
時
～
15
時

講
師
：
高
野

み
ど
り

上
武
大
学
看
護
学
部
講
師

○
意
見
交
換
会

15
時
15
分
～
16
時
30
分

③
和
光
市

期
日

3
月
10
日
（
日
〉

場
所

和
光
市
中
央
公
民
館

（
和
光
市
中
央
1
ー
7
ー
27
）

○
一
般
公
開
講
演
会

14
時
～
15
時

講
師
：
関
根
龍
子

目
白
大
学
特
命
学
長
補
佐
・

看
護
学
部
教
授

○
意
見
交
換
会

15
時
15
分
～
16
時
30
分

次
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
・
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

在
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日

25
年
2
月
2
日

（
土
）
2
月
17
日
（
日
）

時
間

14
：
00
～

内
容大

学
紹
介
D
V
D
放
映
、

大
学
の
概
要
説
明
、
履
修
案

内
、
卒
業
生
の
体
験
談
、
施

設
見
学
な
ど
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放送大学

埼玉学習センター
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学生新聞

編集委員会
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錦町682-2
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学
生
新
聞

岡
部
学
長
の
講
演
会

2
月
14
日

「
英
語
と
私
」

一
般
公
開
講
演
会

ラ
ジ
オ
体
操

笹
原
誠
二

毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操

に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
は
や
５
か

月
目
を
迎
え
る
。
そ

の
き
っ
か
け
は
町
内

会
主
催
の
「
敬
老
の
日
祝
賀

会
」
で
ラ
ジ
オ
体
操
へ
の
参

加
を
勧
め
ら
れ
た
か
ら
だ
。

常
日
頃
「
何
か
継
続
的
な
運

動
を
し
な
い
と
体
が
な
ま
っ

て
し
ま
う
な
」
と
思
っ
て
い

た
矢
先
で
あ
っ
た
。

12
月
に
入
る
と
さ
す
が
に

朝
早
く
暗
い
う
ち
に
起
き
、

身
支
度
を
し
て
、
６
時
半
か

ら
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
す

る
こ
と
は
本
当
に
つ
ら
い
時

も
あ
る
。
帽
子
を
か
ぶ
り
、

手
袋
を
し
て
、
白
い
息
を
吐

き
な
が
ら
、
約
30
名
あ
ま
り

の
60
代
後
半
か
ら
70
代
ま
で

の
男
女
が
近
く
の
公
園
で
、

N
H
K
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
合

わ
せ
、
大
き
な
輪
に
な
っ
て
、

第
１
、
第
２
体
操
を
行
な
う
。

や
が
て
体
操
が
終
わ
る
こ
ろ

に
は
、
す
っ
か
り
体
も
ぽ
か

ぽ
か
に
温
ま
っ
て
く
る
。

た
ま
に
体
操
を
休
ん
だ
り

す
る
と
、
「
○
○
さ
ん
、
こ

の
３
、
４
日
出
て
こ
な
い
け

ど
、
ど
っ
か
悪
い
の
か
な
」

と
心
配
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

迂
闊
に
休
め
な
い
。
ラ
ジ
オ

体
操
の
後
は
、
10
人
く
ら
い

で
連
れ
立
っ
て
、
30
分
ほ
ど

町
内
の
街
路
を
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
（
散
歩
？
）
す
る
。
途
中

で
「
あ
そ
こ
の
家
の
柿
も
、

こ
の
家
の
ミ
カ
ン
も
そ
ろ
そ

ろ
食
べ
ご
ろ
だ
ね
」
と
勝
手

に
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る
。

私
も
ラ
ジ
オ
体
操
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
す
こ
ぶ
る
体
の

調
子
が
良
く
な
っ
た
。
「
食

欲
の
秋
」
が
そ
の
ま
ま
持
続

し
て
、
「
食
欲
の
四
季
」
に

な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
ひ

そ
か
に
心
配
し
て
い
る
。

学生手帳

探
訪
コ
ー
ナ
ー

島
根学

習
セ
ン
タ
ー

島
根
県
は
日
本
海
に
面
し

て
山
陰
地
方
の
西
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。｢

出
雲
大
社｣

、

｢

宍
道
湖｣

、
近
年
は
国
内
で

一
六
件
し
か
な
い
世
界
遺
産

｢

石
見
銀
山
遺
跡｣

な
ど
が
あ

り
ま
す
。

近
年
松
江
が
注
目
さ
れ
る

の
は
、
全
国
で
唯
一
県
庁
所

在
地
に
原
発
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー

は
そ
の
松
江
市
内
に
存
在
し
、

セ
ン
タ
ー
か
ら
汽
水
湖
の
宍

道
湖
が
展
望
で
き
る
絶
好
の

位
置
に
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
在
籍
し
て
い

る
学
生
は
東
は
鳥
取
県
西
部

か
ら
西
は
山
口
県
境
、
南
は

広
島
県
境
に
至
る
広
大
な
広

さ
で
六
七
〇
七
㎢
以
上
に
も

及
び
、
遠
隔
地
の
学
生
に
と
っ

て
試
験
や
面
接
時
に
は
前
泊

や
後
泊
に
旅
費
も
必
要
で
、

授
業
料
以
外
の
多
額
な
負
担

と
な
り
、
近
郷
の
学
生
と
は

経
済
的
に
も
時
間
的
に
も
格

差
が
あ
り
大
変
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
学
生
活
動
の

中
心
は
学
友
会
で
す
。
学
友

会
は
、
二
〇
〇
七
年
に
再
建

さ
れ
、
入
会
は
任
意
で
会
費

を
払
い
サ
ー
ク
ル
と
し
て
自

主
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
が
講
師
の
学
習
会
、
時

に
は
外
部
講
師
を
招
い
て
の

学
習
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

夏
に
は
納
涼
会
、
年
末
に

は
忘
年
会
、
時
に
は
面
接
授

業
担
当
講
師
を
交
え
て
交
流

会
を
開
き
、
講
義
以
外
の
話

が
聴
け
る
大
切
な
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
？
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

学
友
会
は
セ
ン
タ
ー
と
共

同
で
学
生
研
修
会
を
企
画
し
、

面
接
授
業
の
講
師
を
要
望
し

セ
ン
タ
ー
行
事
へ
も
協
力
し

て
い
ま
す
。

全
国
に
誇
れ
る
当
セ
ン
タ
ー

の
活
動
は｢

ま
な
ぴ
ー
倶
楽

部｣

制
度
で
す
。
県
内
の
和

菓
子
店
と
提
携
し
、
本
校
の

学
生
証
を
提
示
す
れ
ば
ど
な

た
で
も
五
％
引
き
と
な
り
ま

す
の
で
、
来
県
の
折
に
は
是

非
ご
利
用
下
さ
い
。
（
写
真
）

現
在
セ
ン
タ
ー
に
は
同
窓

会
が
な
く
、
次
年
度
に
念
願

の
設
立
を
目
指
し
今
準
備
中

で
す
。
こ
の
準
備
会
に
も
学

友
会
が
全
面
的
に
協
力
し
て

い
ま
す
。

昨
年
は
県
内
で
古
事
記
編

纂
一
三
〇
〇
年
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
七
〇
万
人
の

人
が
来
県
さ
れ
大
盛
況
で
し

た
。

｢

古
事
記｣

の
編
纂
内
容
は

そ
の
三
割
が
島
根
（
出
雲
）

に
関
す
る
記
述
で
、
完
全
本

に
近
い｢

出
雲
国
風
土
記｣

も

あ
り
、
古
代
か
ら
の
歴
史
と

ロ
マ
ン
が
あ
り
、
自
然
環
境

も
抜
群
の
島
根
に
一
度
は

「
き
て
ご
し
な
い
！
」

だ
ん
だ
ん
ー
だ
ん
だ
ん

島
根
学
友
会
副
会
長

竹
下
靖
彦
氏

寄
稿

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。皆

さ
ん
に
と
っ
て
新
年
と
い
う
の
は

物
事
を
始
め
る
、
ま
た
は
心
機
一
転
し

て
何
か
を
実
行
し
て
い
く
、
格
好
の
機

会
と
な
る
で
し
ょ
う
。
新
年
の
抱
負
と

希
望
は
大
き
く
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

一
日
一
日
に
対
処
し
て
い
き
、
結
果
と

し
て
希
望
が
実
現
し
な
く
て
も
や
っ
た

と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ば
満
足
し
ま
す
。

昨
年
、
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

は
和
光
市
長
の
熱
心
な
誘
致
活
動
に
よ
っ

て
和
光
市
駅
前
の
図
書
館
に
再
視
聴
施

設
を
設
け
ま
し
た
。
和
光
市
は
地
理
的

に
は
東
京
の
池
袋
に
近
い
た
め
に
文
京

学
習
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
学
生
が
多

い
の
で
す
が
、
和
光
市
は
平
均
年
齢
が

若
く
、
ま
だ
ま
だ
放
送
大
学
の
予
備
軍

が
多
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
、
こ
の
施
設

を
利
用
す
る
学
生
が
増
加
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
属
の
学
生
数

は
全
国
の
学
習
セ
ン
タ
ー
の
中
で
五
番

目
に
多
く
、
学
ん
で
い
る
内
容
も
多
岐

に
亘
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
来
年
か
ら
客

員
教
員
を
六
名
に
増
や
し
、
新
た
に
看

護
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
日
本
文
学
の

教
員
を
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
様
々

な
学
生
の
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

専
門
分
野
の
ミ
ニ
サ
ロ
ン
を
開
設
し
て

学
生
の
学
生
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
努
力

を
し
て
い
き
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
新
し
い
企
画

と
し
て
、
来
年
度
一
学
期
に
は
ア
メ
リ

カ
で
面
接
授
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

私
の
担
当
す
る
「
ア
メ
リ
カ
南
部
巡
検
」

と
い
う
面
接
授
業
で
、
ア
メ
リ
カ
南
部

の
都
市
や
史
跡
を
訪
れ
な
が
ら
、
特
色

あ
る
南
部
の
歴
史
と
社
会
そ
し
て
景
観

を
見
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
現
地
の

社
会
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
南
部
の
理
解
が
進
む
こ

と
は
確
実
で
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
こ
で
学

ぶ
学
生
の
本
拠
地
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

学
生
の
望
む
学
習
環
境
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
が
私
の
仕
事
で
あ
り
ま
す
。
学

習
環
境
の
整
備
に
は
、
職
員
、
学
生
、

同
窓
生
の
協
力
も
必
要
で
す
。
C
S
C

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
、
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
良
い
学
習
の
場

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
に
今
年
の
計
画

を
お
た
て
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

計
画
の
実
現
に
は
一
歩
一
歩
の
積
み
重

ね
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
に
は
ま
ず
健

康
に
留
意
す
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
で
は
昨
年
十

月
に
行
わ
れ
た
「
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」
の

記
録
を
残
そ
う
と
、
各
サ
ー
ク
ル
の
代

表
者
が
編
集
委
員
と
な
っ
て
記
録
誌
の

作
成
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
2
月
末
日

の
発
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

年
始
の
二
日
・
三
日
は
大
学
箱
根
駅

伝
を
テ
レ
ビ
で
観
戦
し
ま
し
た
が
、
厳

冬
の
中
で
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
た
め
に
懸
命

に
走
る
姿
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

「
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
」
こ
と
の
な
い
私
た

ち
放
送
大
学
生
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

絆
は
繋
が
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
考
え

ま
し
た
。

単
位
認
定
試
験
の
受
験
表
が
送
付
さ

れ
て
き
て
、
お
正
月
で
怠
け
て
い
た
自

分
に
喝
を
入
れ
よ
う
と
学
習
セ
ン
タ
ー

に
出
か
け
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
新
年

の
挨
拶
と
近
況
報
告
を
し
合
う
姿
に
接

し
て
、
私
た
ち
放
送
大
学
生
の
絆
は
形

に
は
現
れ
て
は
い
な
い
が
、
言
葉
で
繋

が
れ
て
い
る
こ
と
を
納
得
し
ま
し
た
。

図
書
室
・
視
聴
覚
室
で
は
多
く
の
学
生

が
勉
学
に
励
ん
で
い
て
、
大
い
に
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。

入
学
試
験
が
な
く
て
大
学
生
と
な
っ

た
放
送
大
学
生
に
と
っ
て
、
真
夏
・
厳

冬
の
年
二
回
の
単
位
認
定
試
験
は
、
学

生
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
与
え
て
く
れ

る
好
い
機
会
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
は

如
何
で
し
ょ
う
か
…
。

再
視
聴
施
設
で
の

公
開
講
演
会
と
意

見
交
換
会

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

学
生
募
集

平
成
25
年
度
4
月
入
学
の

学
生
募
集
中
で
す
。

皆
さ
ん
の
友
人
・
知
人
に

も
放
送
大
学
の
素
晴
ら
し
さ
・

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
伝
え
、

共
に
学
友
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

出
願
期
間
は
平
成
25
年
2
月

28
日
（
木
）
ま
で
で
す
。

年
頭
の
挨
拶

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

岡
里
順
子

年
頭
の
挨
拶

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

菅
野
峰
明

C
S
C
と
は

放
送
大
学
埼
玉
C
S
C

交
流
会
は
、
各
サ
ー
ク
ル
、

同
窓
会
、
学
習
セ
ン
タ
ー

が
一
体
と
な
っ
て
、
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
を
楽
し
い

学
び
の
場
と
し
て
ゆ
こ
う

と
し
て
結
成
さ
れ
た
団
体

で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
。



2
月
8
日
（
金
）

13
時
か
ら
第
5
講
義
室

新
年
度
活
動
計
画
策
定
・

新
役
員
体
制
の
策
定

3
月
9
日
（
土
）

総
会
（
役
員
改
選
、
新
年
度

活
動
計
画
・
会
計
報
告
な
ど
）

2
月
９
日
（
土
）
、
2
月
16

（
土
）
、
3
月
23
日
（
総
会
）

研
修
旅
行
3
月
29
日
（
金
）

～
3
月
30
日
（
土
）

山
梨
県
立
博
物
館

古
文
書
閲
覧
勉
強

（
甲
州
文
庫
）

健
康
体
操
巳
年
発
信
！

年
末
年
始
で
、
緩
ん
だ
身
体
に
、

渇
！

毎
週
火
曜
日
10
時
半
か
ら

８
階
講
堂
に
て
定
例
会
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
初
め
て
の
定
例
会
は
２
月

５
日
（
火
）
10
時
半
か
ら
で
す
。

見
学
！
飛
び
入
り
歓
迎
し
ま
す
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

定
例
会
勉
強
会

2
月
12
日
（
火
）
松
崎
教
授

3
月
12
日
（
火
）
定
期
総
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

2
月
5
日
・
19
日
・
26
日

3
月
5
日
・
19
日
・
26
日

3
月
16
日
（
土
）

総
会

2
月
5
日
・
19
日

3
月
5
日
・
19
日

場
所

9
階
演
習
室

い
く
た
び
も
雪
の
深
さ
を

た
ず
ね
け
り

子
規

14
日
、
首
都
圏
を
襲
っ
た
大

雪
、
我
が
家
の
周
辺
で
も
雪
か

き
で
道
路
わ
き
に
寄
せ
ら
れ
た

雪
が
い
ま
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。

次
号
は
3
月
末
に
発
行
予
定
。

随
想
や
詩
歌
な
ど
の
投
稿
を
お

待
し
て
い
ま
す
。

（
若
松
）
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俳
句

（
つ
み
草
）

山
際
の
青
く
凍
て
つ
く
御
神
体

十
詩

ゆ
っ
た
り
と
わ
が
手
わ
が
足
初
湯
か
な

安
代

願
い
よ
り
先
ず
は
お
詫
び
の
初
詣

保
子

初
詣
神
と
仏
に
会
い
に
け
り

明
美

兄
左
右
弟
や
松
飾
り

由
美

羽
衣
の
薄
き
翳
し
て
初
氷

規
子

天
仰
ぎ
祈
り
の
響
き
除
夜
の
鐘

智
子

初
富
士
や
車
中
の
男
女
ス
マ
ホ
繰
る

八
重
子

凍
滝
や
白
き
化
身
の
磨
崖
仏

光
娥

初
富
士
や
誇
れ
る
里
が
こ
こ
に
あ
り

と
く
江

川
柳

四
倉

光

今
昔
物
語

代
議
士
は
昔
選
良
今
銭
良

政
治
家
は
昔
井
戸
塀
今
豪
邸

詩
歌
・
川
柳

荒
川

良
雄

大
宮
区
は
さ
い
た
ま
市
10
区
の
内
の

一
つ
、
人
口
約
11
・
2
万
人
、
面
積
12
・

8
㎢
、

旧
大
宮
市
の
中
心
市
街
地
を
含

ん
で
お
り
中
山
道
の
宿
場
町
・
武
蔵
国

一
之
宮
氷
川
神
社
の
門
前
町
の
歴
史
が

あ
り
、
ま
た
鉄
道
の
要
衝
・
東
京
へ
の

通
勤
圏
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
施
政
者
に
と
っ
て
の
氷

川
神
社
の
役
割
お
よ
び
、
交
通
の
要
衝

に
つ
い
て
は
大
宮
発
展
の
礎
と
な
っ
た

大
宮
駅
開
設
の
経
緯
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ

る
。

１

氷
川
神
社
（
民
心
掌
握
の
努
力
）

徳
川
家
康
は
、
関
東
入
国
の
次
の
年

天
正
19
年
（
１
５
９
１
）
関
八
州
の
由

緒
あ
る
諸
社
に
社
領
を
寄
進
し
、
崇
敬

の
誠
を
表
し
民
心
の
安
定
を
図
っ
て
い

る
。
武
蔵
国
一
之
宮
氷
川
神
社
に
は
一

百
石
が
下
付
さ
れ
た
。
そ
の
後
増
加
さ

れ
あ
わ
せ
て
三
百
石
の
社
領
が
与
え
ら

れ
た
。

慶
応
3
年
（
１
８
６

７
）
10
月
、
第
15
代

将
軍
徳
川
慶
喜
の
大

政
奉
還
に
よ
り
政
権
は

朝
廷
に
帰
し
た
。
明
治

天
皇
は
9
月
20
日
、
京
都
を
た
ち
東
海

道
経
由
で
江
戸
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
行

幸
は
「
御
一
新
」
の
象
徴
で
あ
る
明
治

天
皇
に
よ
る
統
治
を
い
ま
だ
新
政
府
の

実
態
と
し
て
認
識
出
来
な
い
で
い
る
民

衆
に
、
新
た
な
る
支
配
者
の
登
場
を
つ

げ
、
民
心
の
掌
握
を
計
ろ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
途
上
、
熱
田
神
宮
親
拝

（
天
皇
が
自
ら
参
拝
す
る
こ
と
）
し
、

ま
た
沿
道
の
孝
子
・
孝
婦
・
老
齢
者
へ

金
品
を
下
賜
し
な
が
ら
、
10
月
13
日
東

京
に
着
い
た
。

こ
の
東
幸
は
大
宮
の
地
を
一
躍
明
治

維
新
の
表
舞
台
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
明
治
元
年
10
月
17
日
、
武
蔵

国
大
宮
宿
の
氷
川
神
社
を
鎮
守
（
そ
の

土
地
を
守
る
神
）
勅
祭
（
天
皇
が
特
に

勅
使
を
使
わ
し
、
そ
の
祭
神
に
弊
帛
を

奉
る
神
社
、
明
治
以
降
17
社
が
勅
祭
社

と
さ
れ
た
。
終
戦
後
16
社
と
な
り
社
格

は
廃
止
さ
れ
た
が
、
勅
祭
の
義
は
今
日

も
続
け
ら
れ
て
い
る
）
の
社
と
す
る
勅

書
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詔
勅

は
、
近
時
に
お
け
る
政
教
（
政
治
と
宗

教
）
の
衰
え
を
嘆
き
、
そ
れ
を
「
祭
政

一
致
之
道
」
（
神
祇
の
祭
祀
と
国
家
の

政
治
が
一
致
す
る
思
想
お
よ
び
政
治
形

態
）
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
新

政
府
の
基
本
方
針
を
明
示
し
た
も
の
で
、

大
宮
と
い
う
一
地
方
に
限
ら
ず
、
広
く

明
治
維
新
お
よ
び
そ
の
後
の
明
治
国
家

の
あ
り
方
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

詔
勅
の
発
布
と
同
時
に
明
治
天
皇
の

氷
川
神
社
行
幸
が
宣
せ
ら
れ
、
ま
た
氷

川
神
社
の
構
成
に
も
大
き
な
変
革
が
加

え
ら
れ
た
。
神
主
・
禰
冝
を
新
た
に
格

付
け
し
、
本
社
は
男
躰
宮
、
祭
神
は
須

佐
之
男
命
（
す
さ
の
を
の
み
こ
と
）
と

さ
れ
、
新
政
府
の
神
道
国
教
化
政
策
の

過
程
で
つ
く
り
か
え
ら
れ
た
。
こ
う
し

た
準
備
を
経
た
上
、
「
現
人
神
」
明
治

天
皇
の
行
幸
が
行
わ
れ
た
。

明
治
4
年
（
１
８
７
１
）
政
府
は
伊

勢
神
宮
を
頂
点
と
す
る
中
央
集
権
的
な

神
社
制
度
を
制
定
し
、
武
蔵
国
鎮
守
で

あ
る
氷
川
神
社
は
、
勅
祭
の
官
幣
大
社

と
な
っ
た
。

（
続
く
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー

探
訪

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
（
一
）

日
々
好
日
（
七
）

岡
里
順
子

一
月
五
日

文
京
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
面

接
授
業
受
講
に
向
か
う
た
め
乗
っ

た
バ
ス
が
な
か
な
か
発
車
し
な

い
。
最
後
に
乗
車
し
た
年
配
の

女
性
が
、
バ
ッ
ク
の
口
を
あ
ち

こ
ち
開
け
て
探
し
も
の
を
し
て

い
る
の
を
、
運
転
手
は
発
車
し

な
い
で
待
っ
て
い
る
。
乗
車
パ

ス
を
探
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
方
の
リ
ュ
ッ
ク
に
吊
る
し

た
も
の
が
あ
る
の
で
傍
に
寄
っ

て
見
る
と
、
乗
車
フ
リ
ー
パ
ス

で
あ
る
。
「
こ
れ
で
は
」
と
差

し
出
す
と
「
ア
ッ
」
と
言
っ
て

運
転
手
に
示
し
、
何
事
も
無
か
っ

た
様
に
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
に
座
っ

た
。そ

の
時
、
男
性
の
「
こ
れ
だ

か
ら
年
寄
は
困
る
ん
だ
！
」
と

ト
ゲ
の
あ
る
大
声
が
し
て
、
ざ

わ
つ
い
て
い
た
車
内
が
一
瞬
シ
ー

ン
と
な
っ
た
。
す
か
さ
ず
女
性

の
声
が
、
「
お
正
月
だ
か
ら
い

い
じ
ゃ
な
い
の
、
あ
ん
た
も
も

う
じ
き
年
寄
に
な
る
よ
」
と
応

酬
。
「
そ
う
だ
な
」
の
男
性
の

声
に
車
内
が
ど
っ
と
沸
い
た
。

「
発
車
し
ま
す
」
の
運
転
手
さ

ん
の
声
も
明
る
か
っ
た
。

車
内
の
空
気
を
和
ら
げ
た
女

性
の
機
転
と
勇
気
を
見
習
い
た

い
。

*
東
京
都
で
は
七
十
歳
以
上
の
人

は
年
間
千
円
で
、
都
内
の
バ
ス
と

都
営
地
下
鉄
の
フ
リ
ー
パ
ス
を
購

入
で
き
る
。

一
月
十
六
日

成
人
の
日
の
降
雪
は
、
首
都

圏
に
交
通
マ
ヒ
を
も
た
ら
し
、

転
倒
し
て
怪
我
人
が
で
る
な
ど

混
乱
し
た
。
三
日
経
て
も
溶
け

な
い
雪
道
で
、
小
さ
な
事
故
に

遭
っ
た
。

新
聞
の
編
集
会
議
で
帰
宅
が

遅
く
な
り
、
凍
て
つ
い
た
夜
の

裏
通
り
は
雪
だ
る
ま
が
出
迎
え

て
く
れ
た
。
転
ば
な
い
よ
う
に

と
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
た
私

の
横
を
自
転
車
が
通
り
過
ぎ
た

途
端
に
目
の
前
で
横
転
、
は
ず

み
で
私
も
転
倒
し
た
。

「
ご
め
ん
な
さ
い
、
大
丈
夫

で
す
か
」
駆
け
寄
っ
て
き
た
女

性
に
「
大
丈
夫
ョ
」
と
言
っ
た

が
本
当
は
お
尻
が
少
々
痛
か
っ

た
。
幸
い
双
方
に
た
い
し
た
怪

我
は
無
く
、
自
転
車
の
籠
か
ら

一
面
に
散
乱
し
た
品
物
を
一
緒

に
拾
っ
て
あ
げ
た
。

女
性
は
、
そ
の
中
の
伊
予
柑

を
二
つ
、
私
の
手
に
そ
っ
と
載

せ
て
く
れ
た
。

こ
れ
は
期
末
試
験
を
前
に

「
い
い
予
感
！
」
と
遠
慮
し
な

が
ら
あ
り
が
た
く
受
け
取
っ
た
。

ち
ょ
っ
と

お
も
ろ
い
話

四
倉

光

忠
実

春
先
の
晴
れ
た
日
に
上
野
の

旧
岩
崎
邸
を
訪
れ
ま
し
た
。

旧
岩
崎
邸
は
三
菱
創
設
者
岩

崎
家
の
本
邸
で
一
八
九
六
年
に

ジ
ョ
サ
イ
ァ
・
コ
ン
ド
ル
の
設

計
で
建
造
。
洋
館
や
撞
球
室
な

ど
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
瀟
洒
な
建
物
で
、
現
在

は
都
立
公
園
と
し
て
一
般
に
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
学
に
訪
れ
、
入
口
で
靴
を

上
履
き
に
履
き
替
え
て
い
る
時

に
入
口
に
い
た
建
物
の
管
理
人

が
、
「
階
段
が
す
べ
り
易
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
べ
っ
て
こ
ろ
ん

で
階
段
に
傷
つ
け
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
注
意

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ろ
ん
で
見
学
者
が
怪
我
を

す
る
こ
と
よ
り
も
重
要
文
化
財

で
あ
る
建
物
に
傷
を
つ
け
な
い

よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
職
務
に
忠
実
な
管
理
人
の

鑑
と
褒
め
称
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

忠
告

だ
い
ぶ
以
前
の
こ
と
で
す
が

J
A
C
K
ビ
ル
の
八
階
で
男
女

学
生
が
昼
食
を
と
り
な
が
ら
歓

談
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。

世
間
話
か
ら
最
近
は
痴
漢
が
多

く
物
騒
な
世
情
だ
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
或
る
女
性
が
「
私
達

ぐ
ら
い
の
年
齢
に
な
る
と
痴
漢

に
襲
わ
れ
る
心
配
が
な
く
安
心

で
す
よ
ね
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、

側
に
い
た
男
性
が
「
で
も
世
の

中
に
は
物
好
き
な
痴
漢
が
い
る

か
も
知
れ
な
い
か
ら
気
を
つ
け

た
方
が
よ
い
で
す
よ
」
と
の
御

忠
告
、
と
た
ん
に
女
性
の
手
が

男
性
に
む
け
て
雨
霰
。

故
障

或
る
日
の
夕
暮
れ
繁
華
街
を

散
歩
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。

は
る
か
彼
方
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

が
チ
ン
コ
と
点
滅
し
て
い
る
の

が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

私
の
故
郷
で
は
男
の
子
の
性

器
を
チ
ン
コ
と
か
チ
ン
チ
ン
と

言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す

と
同
時
に
、
放
送
大
学
で
学
ん

だ
軽
犯
罪
法
に
「
公
衆
の
目
に

触
れ
る
よ
う
な
場
所
で
公
衆
の

嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
よ
う
な

仕
方
で
、
も
も
そ
の
他
身
体
の

一
部
を
み
だ
り
に
露
出
す
る
こ

と
」
と
い
う
条
文
が
頭
を
よ
ぎ

り
、
何
か
珍
し
い
も
の
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
か
と
胸
を
は

ず
ま
せ
て
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
目

指
し
急
ぎ
足
で
建
物
に
着
い
た

が
そ
れ
ら
し
い
も
の
が
な
く
、

よ
く
よ
く
見
た
ら
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
の
パ
チ
ン
コ
の
パ
が
故
障
し

て
点
灯
し
な
か
っ
た
だ
け
の
こ

と
で
、
見
事
に
期
待
が
裏
切
ら

れ
た
お
粗
末
な
一
席
。

学
の
あ
る
犬

市
川
市
に
勤
務
し
て
い
た
時

の
話
で
す
。
会
社
の
昼
休
み
に

近
所
を
散
歩
し
て
い
た
と
こ
ろ

路
傍
に
小
さ
な
駐
車
場
が
あ
り
、

何
気
な
く
覗
き
込
ん
だ
ら
駐
車

場
の
囲
い
の
下
に
雑
草
が
ま
ば

ら
に
生
え
て
お
り
犬
が
何
と
な

く
×
×
し
た
く
な
る
よ
う
な
雰

囲
気
で
し
た
が
、
そ
れ
ら
し
い

様
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
見

る
と
駐
車
場
の
入
口
に
「
犬
は

駐
車
場
内
で
糞
を
し
な
い
で
く

だ
さ
い
」
と
の
貼
紙
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
そ
れ
を
見
て
納
得

し
ま
し
た
。
こ
の
近
所
の
犬
は

学
が
あ
り
貼
紙
を
み
て
そ
の
注

意
に
従
っ
た
の
だ
と
。

よ
も
や
ま
話

よ
ろ
ず
や

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

か
。
構
造
改
革
か
。
」

T
P
P
参
加
交
渉

の
考
え
は
コ
メ
作
り

を
念
頭
に
、
例
外
扱

い
を
求
め
る
考
え
だ

ろ
う
。
農
水
省
の
狙

い
は
コ
メ
以
外
か
？
。

コ
メ
で
譲
り
コ
メ
以

外
を
取
る
方
が
賢
い

の
か
も
。

日
本
農
業
の
大
転

換
は
何
か
と
。

今
も

海
外
米
を
一
定
の
割

合
で
輸
入
し
、
関
税

778

％
だ
。
農
業
へ
の

所
得
補
償
を
積
み
上

げ
る
場
合
、
コ
メ
な

ら
市
民
の
合
意
が
得

や
す
い
と
い
う
読
み

か
ら
、
例
外
化
の
候

補
は
、
現
在
の
関
税

270

％
の
砂
糖
と
乳
製

品
か
。

輸
入
品
と
の
差
を

付
け
る
の
が
難
し
い

と
保
護
の
上
で
も
、

財
政
負
担
に
つ
い
て

国
民
の
理
解
を
得
に

く
い
こ
と
が
あ
る
。

砂
糖
の
生
産
額
は
、

１
５
０
０
億
円
と
北

海
道
と
沖
縄
に
限
ら

れ
る
の
も
コ
メ
に
な

い
特
徴
だ
ろ
う
。

先

の

選

挙

で

は

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」

「
関
税
撤
廃
の
項
目

の
例
外
化
」
が
多
く

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
全
面
参
加

関
税
撤
廃
」
も
あ
り
、

各
政
党
は
例
外
扱
い

を
訴
え
て
勝
ち
取
る

交
渉
の
争
い
の
よ
う

だ
っ
た
。

農
業
構
造
改
革
を

伴
わ
な
い
保
護
政
策

や
例
外
措
置
が
、
農

業
の
競
争
力
の
強
化

や
国
益
に
繋
が
る
の

だ
ろ
う
か
。
構
造
改

革
を
論
じ
な
い
で
、

予
算
バ
ラ
マ
キ
だ
け

と
な
る
の
か
。

自
動
車
工
業
で
は
、

米
国
か
ら
の
軽
自
動

車
の
輸
入
関
税
は
0

％
、
輸
出
は
35
％
、

米
国
で
は
軽
自
動
車

技
術
が
無
く
生
産
さ

れ
て
い
な
い
。
メ
キ

シ
コ
で
新
た
に
工
場

進
出
し
て
生
産
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

市
民
生
活
へ
の
影

響
は
ど
う
か
。

外
資

系
保
険
会
社
の
参
入

で
多
様
な
保
険
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
増
え

る
だ
ろ
う
。
外
国
人

労
働
者
の
進
出
増
加
。

日
本
経
済
は
…
。

世
界
経
済
で
は
…
。

市
民
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
全

面
参
加
関
税
撤
廃
に

よ
る
構
造
改
革
を
考

え
、
興
味
に
注
視
し

て
見
守
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

編
集
後
記

科
目
登
録
申
請

平
成
25
年
度
第
１
学
期
の
科

目
登
録
期
間
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
全
科
履
修

生
が
科
目
登
録
申
請
を
4
学
期

間
続
け
て
行
わ
な
い
と
き
、
修

士
全
科
生
が
科
目
登
録
申
請
を

督
促
し
て
も
行
わ
な
い
と
き
に

は
除
籍
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
科
目
登

録
決
定
通
知
音
は
3
月
上
旬
に

大
学
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
登
録

さ
れ
た
科
目
、
授
業
日
程
等
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

科
目
登
録
申
請
期
間

郵
送

2
月
12
日
（
火
）
～
2

月
28
日
（
木
）
大
学
本
部
必
着

シ
ス
テ
ムW

A
K
A
B
A

（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
2
月
12
日
（
火
）
～

3
月
1
日
（
金
）
18
時
ま
で

ト
レ
ヴ
ィ
の
会


